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多形核白血球 (PMN) が最多細胞成分として存在する。本研究では，関節炎における軟骨組織と PM
N との細胞間相互作用に着目し，軟骨破壊のメカニズムを明らかにする目的で，以下の実験を行なった。
(方法および結果)
ラット培養軟骨細胞のコラーゲン代謝に対する PMN の影響をコラゲナーゼ活性 コラーゲン合成を
中心として検索した。さらにこのコラゲナーゼ誘導因子の部分精製を行なった。












7) PMN 抽出液より，軟骨細胞に対するコラゲナーゼ誘導因子 (PMN 因子)を部分精製するため




組織へ浸潤した PMN には PMN 因子の存在を認めた。乙の因子は，軟骨細胞に対し，コラゲナーゼ
産生を誘導し，コラーゲン合成能を低下させた。とのととは，軟骨細胞自体が，周囲組織を異化状態と
し，軟骨破壊へ進む可能性を示唆する。
論文の審査結果の要旨
本研究において，組織に浸潤した多形核白血球が関節軟骨細胞に直接影響を与え，コラーゲン合成を
抑制しコラゲナーゼ活性を充進させる乙と，それには分子量約1. 5 万の多形核白血球由来の因子がかか
わっている乙とを発見した。炎症における関節破壊の原因として炎症細胞の持つ酵素以外1 :，乙の因子
が関与するという本論文は独創性に富み 博士論文として価値あるものと認める。
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